
交 通 安 全 書 き 初 め 展

入 選 者 4 8 6 人 決 ま る

Ｑ

子
ど
も
へ
の
し
つ
け
と

思
い
、
手
を
あ
げ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

虐
待
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

核
家
族
化
が
進
む
現
代

で
は
、
周
囲
に
育
児
を
協
力

し
て
く
れ
る
人
も
少
な
く
な

り
、
密
室
の
中
で
思
い
通
り

に
な
ら
な
い
子
ど
も
に
当
た

っ
て
し
ま
う
、
つ
い
手
が
出

市　報　に い が た （2）平成15年２月９日第　　　号1876

保健所の電話番号は�228-1000（代表）です

すてきなともだちフェスティバル
日時 ２月23日～27日午前９時～午後
４時半（27日は午後１時まで）
会場 市美術館
内容 市内の施設・作業所利用者の創作
作品の展示
問い合わせ いずみ福祉園（�268-1385）へ

ライオンズクラブ翔

絵画・写真コンテスト
テーマ 守ろう地球環境、広げよう友情
の輪　申込締切日 ３月15日
募集内容 絵画…小・中学生（４ツ切
り）、写真…高校生以上（キャビネ判）
問い合わせ 同事務局（�250-9985）へ

精神障害者家族の集い
日時 ２月16日午後１時～４時
会場 総合福祉会館　参加費 300円
内容 年代別グループでの語り合い、ほか
問い合わせ 保健所健康増進課（�内線
3665）へ

知的障害者通所施設 明生園作品展
期日 ２月18日～21日午前９時～午後
４時半（18日は午後１時から、21日は
午後３時半まで） 会場 市美術館
問い合わせ 同園（�231-6177）へ

県高齢者総合相談センター

高齢者とその家族のよろず相談
相談電話 �285-4165

内 容

よろず相談

法　律

健康・介護
税　金
痴ほう

月曜～金曜
（祝日を除く）
2／10・17・
24・27
2／13
2／14
2／19

午前９時～午後５時

午後１時半～４時

午前10時～午後４時
午前10時～正午
午後２時～４時

相談日 時　間

“はたちの献血”キャンペーン実施中
２月28日まで“はたちの献血”キャ

ンペーンを実施しています。献血にご協
力をお願いします。
問い合わせ 保健所総務課（�内線36
12）へ

子育て意見交流会

５日制の中の子どもたち
日時 ２月23日午後１時～４時
会場 総合福祉会館
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 市学童保育連絡協議会・丸山
（�233-1994）へ

有明児童センター
問い合わせ 同センター（�267-7311）へ
�自然とあそぼう～みんなで原始人
日時 ２月15日午後２時から
内容 火おこし体験、焼き芋作り
対象 小学３年生以上　参加費 200円
�こうさくランド
日時 ２月15日午後２時から
内容 紙の動物を作ろう
対象 小学生　参加費 50円
�オセロ大会
日時 ２月22日午後２時から
対象 小学生
�バドミントンをしよう！
日時 ２月22日午後２時から
対象 小学生

児 童 手 当 を 支 給
２月期支払い（14年10月～15年１月

分）の児童手当を２月14日に振り込み
ます。なお、特例給付の人は勤め先が変
わった場合、届け出が必要です。
問い合わせ 児童福祉課（�内線2616）へ

母子家庭に入学資金を貸し付け
問い合わせ 児童福祉課（�内線2617）へ
�就学支度資金
対象 入学金、制服など入学時に必要な
資金　申込締切日 ３月31日
�修学資金
対象 授業料、通学費など毎月必要な資金
申し込み 随時受け付け

子育て支援のための講演会

世界一のお母さんお父さん
日時 ２月22日午前10時から
会場 西コミュニティセンター
講師 碓井真史（新潟青陵大学教授）
問い合わせ 大滝（�262-0215）へ

歯科口腔介護講座
日時 ２月22・23日午前９時半～午後４時
会場 明倫短期大学（真砂3）
内容 高齢社会の現状と歯科的問題、歯
科口腔介護の基礎知識、ほか
対象 歯科衛生士、歯科医師、保健・医
療・福祉関係者先着70人
参加費 15,000円
申し込み 歯友会（�266-5141）へ

新潟テルサ

新社会人のためのビジネスマナー研修
日時 ３月19・20日午前９時半～午後
５時　参加費 3,000円
内容 社会人としての心構え、訪問・来
客・電話対応のマナー、仕事の基本とホ
ウレンソウ、ほか
対象 ３月卒業予定の人各日先着40人
申し込み ２月12日から同館（�281-18
88）へ

保
健
所
や
地
域
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
、
近

く
の
保
育
園
の
保
育
士

に
、
い
つ
で
も
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
、

新
た
な
発
見
や
、
よ
り
良

い
方
法
が
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
状
況

に
追
い
込
ま
れ
が
ち
で
す
。

親
に
と
っ
て
は
「
し
つ
け
」

で
も
、
子
ど
も
の
側
か
ら
は

「
虐
待
」
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
が
苦
痛
や

恐
怖
を
感
じ
る
行
為
は
、
虐

待
な
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
長
く

続
く
と
、
子
ど
も
の
心
身
の

成
長
に
大
き
な
影
響
が
出
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し

つ
け
は
本
来
、
子
ど
も
に
対

す
る
教
え
で
あ
る
は
ず
。
し

つ
け
だ
け
の
た
め
な
ら
ば
、

子
ど
も
を
傷
つ
け
る
必
要
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

�
こ
れ
は
、
し
つ
け
な
ん

だ
�
と
自
分
の
心
を
偽
っ
た

り
、
子
ど
も
に
問
題
を
押
し

付
け
た
り
せ
ず
、
ほ
か
の
や

り
方
が
な
い
か
、
も
う
一
度

ゆ
っ
く
り
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。不

安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
小
・

中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
た

「
交
通
安
全
書
き
初
め
展
」

の
入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
小
学
生
２
２
９
８

点
、
中
学
生
１
３
０
９
点
の

応
募
が
あ
り
、
各
学
年
ご
と

に
特
選
、
金
・
銀
・
銅
賞
、

佳
作
を
含
め
て
４
８
６
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
銀
賞
以
上

の
入
選
者
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

�
小
学
生
の
部

１
年
生
　
課
題
「
き
ま
り
」

特
選
　
岡
村
エ
ミ
リ
（
新
大

附
属
）
▽
金
賞
　
神
田
絢
子

（
桃
山
）、
大
澤
真
里
奈
（
木
戸
）、

小
林
彩
矢
花
（
小
針
）
▽
銀

賞
　
早
福
あ
や
か
（
白
山
）
、

南
開
都
（
下
山
）
、
宮
本
佳

奈
（
山
潟
）
、
藤
本
晟
生

（
江
南
）、
平
原
峻
志
（
上
所
）

２
年
生
　
課
題
「
お
う
だ
ん
」

特
選
　
西
潟
侑
里
（
浜
浦
）

▽
金
賞
　
山
村
実
穂
、
山
村

果
穂
（
坂
井
輪
）
、
鈴
木
理

紗
（
内
野
）
▽
銀
賞
　
松
野

菜
摘
（
濁
川
）
、
由
井
千
晶

（
坂
井
輪
）
、
浅
井
悠
希
（
山

潟
）、
中
林
か
お
り
（
真
砂
）、

三
ヶ
月
華
（
小
針
）

３
年
生
　
課
題
「
人
と
車
」

特
選
　
梁
取
和
花
奈
（
上
所
）

▽
金
賞
　
宮
路
凱
（
浜
浦
）
、

高
橋
早
紀
（
五
十
嵐
）
、
朝

平
美
南
子
（
西
内
野
）
▽
銀

賞
　
清
原
千
津
子
（
山
田
）
、

板
屋
か
お
り
（
内
野
）
、
古

俣
美
優
、
青
山
春
奈
（
新
潟
）、

桜
井
大
陸
（
万
代
長
嶺
）

４
年
生
　
課
題
「
交
差
点
」

特
選
　
津
野
佑
実
華
（
小
針
）

▽
金
賞
　
由
井
詩
織
（
坂
井

輪
）、
久
須
美
裕
子
（
新
潟
）、

菅
原
保
奈
美
（
真
砂
）
▽
銀

賞
　
田
村
優
衣
（
濁
川
）
、

堀
井
武
（
内
野
）、
北
上
莉
子

（
桜
が
丘
）
松
原
寿
樹
（
入

舟
）、
佐
藤
愛
佳
（
東
山
の
下
）

５
年
生
　
課
題
「
交
通
規
則
」

特
選
　
米
山
愛
（
桜
が
丘
）

▽
金
賞
　
渡
辺
梓
（
真
砂
）
、

佐
藤
さ
お
り
（
山
潟
）
、
叶

真
依
（
濁
川
）
▽
銀
賞
　
岩

瀬
裕
美
、
阿
部
未
侑
加
（
真

砂
）
、
斎
藤
愛
未
（
酒
屋
）
、

佐
藤
沙
由
理
（
新
大
附
属
）
、

丸
山
美
咲
（
大
野
）

６
年
生
　
課
題
「
危
険
予
知
」

特
選
　
時
田
美
加
子
（
大
野
）

▽
金
賞
　
高
尾
早
彩
（
真

砂
）
、
斎
藤
彩
奈
（
新
大
附

属
）
、
池
田
舞
由
（
内
野
）

▽
銀
賞
　
笹
川
智
美
（
五
十

嵐
）、
高
井
遥
菜
（
西
内
野
）、

前
田
力
仁
（
新
大
附
属
）
、

羽
賀
華
成
（
内
野
）
小
林
優

（
坂
井
輪
）

�
中
学
生
の
部

１
年
生
　
課
題
「
対
面
通
行
」

特
選
　
東
條
美
和
（
鳥
屋
野
）

▽
金
賞
　
菅
原
啓
介
（
五
十

嵐
）、
久
須
美
智
子
（
寄
居
）、

石
川
慎
一
郎
（
赤
塚
）
▽
銀

賞
　
山
本
麻
美
（
五
十
嵐
）
、

巳
亦
朝
美
（
新
大
附
属
）
、

高
田
香
菜
子
（
新
潟
第
一
）
、

筒
井
春
美
、
涌
井
美
佳
（
赤
塚
）

２
年
生
　
課
題
「
信
号
確
認
」

特
選
　
古
俣
綾
花
（
寄
居
）

▽
金
賞
　
原
芙
美
、
笹
川
千

晶
（
新
潟
第
一
）
、
田
辺
裕

美
子
（
新
大
附
属
）
▽
銀
賞

加
藤
み
ず
き
（
石
山
）
、
松

井
俊
子
（
五
十
嵐
）
、
横
山

瑞
恵
（
赤
塚
）
、
黒
澤
雄
大
、

川
村
哲
之
（
新
潟
第
一
）

３
年
生
　
課
題
「
事
故
の
防

止
」

特
選
　
茂
野
寛
子

（
新
潟
第
一
）
▽
金
賞
　
亀
山

摩
可
、
小
林
郁
美
（
新
潟
第

一
）
、
山
　
健
由
樹
（
石
山
）

▽
銀
賞
　
高
橋
宏
明
（
新
潟

第
一
）、
鈴
木
郁
実
（
関
屋
）、

佐
藤
希
美
（
曽
野
木
）
、
高

橋
沙
代
子
（
坂
井
輪
）
、
風

見
有
希
乃
（
東
石
山
）

問
い
合
わ
せ

土
木
企
画
課

交
通
安
全
対
策
室
（
�
内
線

２
９
３
５
）
へ

入
選
作
品
を
展
示

日
時

２
月
15
・
16
日
午
前

９
時
半
〜
午
後
４
時
半
（
16

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

※
特
選
作
品
は
、
２
月
17
日

〜
21
日
に
市
役
所
本
館
１
階

市
民
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す

咲
き
か
ら
本
咲
き
ま
で
を
、

４
週
に
わ
た
り
紹
介
し
ま
す
。

日
時

２
月
22
・
23
日
、
３

月
１
・
２
日
、
７
日
〜
９
日
、

15
・
16
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
２
月
23
日
、
３
月
２
・

９
・
16
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

花
と
み
ど
り

館
（
�
０
２
５
０
・
３
８
・

５
４
３
０
）
へ

信
濃
川

信
濃
川�

至 新潟�

至 三条� 至 加茂�

信
濃
川�

小須戸町役場�

小須戸小�

小須戸中� J
R
信
越
本
線�

ス
ポ
ー
ツ
公
園�

矢
代
田
駅�

矢代田小�

新津南高�

国
道
４
０
３
号

国
道
４
０
３
号�

国
道
４
０
３
号�

国
道
４
０
３
号

国
道
４
０
３
号�

国
道
４
０
３
号�

花の湯館�

花とみどりの�
　シンボルゾーン�

花とみどり館�

平
成
14
年
の
交
通
事
故
発

生
状
況
の
概
要
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
発
生
件
数
、
死
傷

者
数
と
も
に
前
年
を
上
回
っ

て
い
ま
す
＝
表
＝
。

特
徴
と
し
て
高
齢
者
が
被

害
に
遭
う
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
死
者
数
の
４

割
を
超
え
る
10
人
が
高
齢
者

で
、
そ
の
う
ち
９
人
が
歩
行

横
断
中
や
自
転
車
乗
車
中
に

よ
る
も
の
で
す
。

歩
行
時
や
自
転
車
に
乗
る

際
に
道
路
を
横
断
す
る
と
き

は
、
左
右
の
安
全
確
認
を
徹

底
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

車
か
ら
よ
く
見
え
る
よ
う

に
、
明
る
い
色
の
服
を
着
た

り
、
反
射
材
を
活
用
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

死
亡
事
故
の
約
７
割
が
夜

間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

車
を
運
転
す
る
場
合
は
、

夜
間
の
危
険
性
を
十
分
認
識

し
、
信
号
の
確
認
の
ほ
か
、

一
時
停
止
や
徐
行
に
よ
る
安

全
確
認
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

急
ぐ
あ
ま
り
、
右
左
折
や

車
線
変
更
な
ど
の
合
図
を
直

前
に
出
す
車
も
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安

全
運
転
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

土
木
企
画
課

交
通
安
全
対
策
室
（
�
内
線

２
９
３
２
）
へ

交
通
事
故
は
依
然
増
加

高
齢
者
の
事
故
が
多
発

こ
す
ど
温
泉
健
康
セ
ン
タ

ー
「
花
の
湯
館
」
は
、
健
康

づ
く
り
・
保
養
・
ゆ
と
り
・

ふ
れ
あ
い
が
テ
ー
マ
の
、
花

と
緑
に
囲
ま
れ
た
温
泉
施
設

で
す
。

露
天
風
呂
を
は
じ
め
、
泡

風
呂
、
サ
ウ
ナ
、
う
た
せ
湯
、

か
ぶ
り
湯
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
タ
イ
プ
の
お
風
呂
を
手
軽

に
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
機
や
エ
ア
ロ
バ
イ

ク
も
備
え
、
心
楽
し
い
ひ
と

と
き
、
体
に
う
れ
し
い
時
間

を
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午

後
９
時
　
※
第
２
金
曜
休
館

入
館
料

中
学
生
以
上
５
０

０
円
、
小
学
生
以
下
２
０
０

円
（
貸
切
部
屋
も
あ
り
）

問
い
合
わ
せ

同
館
（
�
０

２
５
０
・
３
８
・
５
８
０
０
）
へ

雪
割
草
展

２
月
22
日
か
ら
、
花
と
み

ど
り
館
（
花
と
み
ど
り
の
シ

ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
内
）
で
、
雪

割
草
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

雪
割
草
は
、
早
春
に
雪
を

割
っ
て
小
さ
く
可か

憐れ
ん

な
花
を

咲
か
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
春

の
前
触
れ
を
知
ら
せ
る
花
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

同
展
で
は
、
こ
の
花
の
早

情
報

ネッ
トワー

ク

小須戸町

心
も
体
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

花

の

湯

館

平成14年
表

発生件数

（件）

死者数

（人）

傷者数

（人）

平成12年

3,991

22

4,796

平成13年

4,037

18

5,011

平成14年

4,193

23

5,141

花の湯館

バングラデシュ　スタディーツアー報告会
日時 ２月14日午後６時半～８時
会場 中央公民館
内容 バングラデシュ農村の生活を体験
してみて、ほか
問い合わせ 新潟医療福祉大学・村山
（�257-4421）へ

ゆ
き
わ
り
そ
う


